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　１月 27 日の明治維新 150 年オープニングイベント
に、子どもたちをはじめ多くの方が会場につめかけ、
賑やかに開催されました。
　「松陰先生のことばを伝えよう！」では、応募いた
だいた 16 チームから選ばれた市内外の９チームが、
志士たちも胸に抱いた松陰先生のことばが次代につな
がるよう熱心に朗唱を披露してくれました。

萩・明治維新150年オープニングイベント
「学ぼう萩、学ぼう維新」を賑やかに開催

松陰先生のことばを朗唱するチーム

　１月28日から30日、明治維新150年記念事業として、
総勢27名の「萩市民号」が、幕末から明治維新にかけての
近代史を振り返り、相互理解と友好親善を深めるため、鹿
児島市などを訪問しました。

企画政策課（２５・３１０２）問い合わせ

幕末から続く歴史的なつながりをたどる

「萩市民号」報告 友好都市・鹿児島市を訪ねて

明治維新150周年 10月23日
まで あと８カ月！

平成29年、萩地域の観光客が増加
■平成29年の観光客数

平成29 年は、３月に萩の新たな観
光の起点として「萩・明倫学舎」が開
館。また、９月～12 月のＪＲとの連
携による幕末維新やまぐちデスティ
ネーションキャンペーン開催の効果
により、多くのお客様をお迎えする
ことが出来ました。更には翌年の明
治維新150 年を見据え、さまざまな
事業を展開するなど、「おもてなし」
の拡充に努めたことから、観光客数
は前年比3．3％増加、宿泊者数におい

ては前年比5．0％増加となりました。

　１日目は、霧島市の塩
しおひたし

浸温泉龍馬公園の資料館や「桜
島・錦江湾ジオパーク」の概要を紹介している桜島ビジ
ターセンターを訪れました。
　２日目は、鹿児島市内の、１月11 日にリニューアルオー
プンした維新ふるさと館をはじめ、「明治日本の産業革命
遺産」の構成資産、反射炉跡や旧集成館のある仙

せんがんえん

厳園、そし
て、西南戦争の戦死者が埋葬された南

なんしゅう

洲墓地、１月13 日に
オープンした「西

せ ご

郷どん大河ドラマ館」などを訪れました。
夜は、西郷隆盛のひ孫にあたる西郷孝

た か お

夫さんをお招きし、
交流会を開催するなど、鹿児島が生んだ偉人の功績を学
び、薩摩の幕末維新史に触れる一日となりました。

　「なぜ？なに？明治維新」トークショーでは、タ
レントで山口県出身の波田陽区さんと鹿児島県出身

のサンシャイン池崎さんが登場し、会場も巻き込ん
で楽しく明治維新を学んだ１日となりました。

　また、藤道
市長は、森

もり

鹿
児島市長を表
敬訪問し、今
後の交流発展
に向けての意
見交換を行い

ました。
　最終日は、いちき串木野
市にある薩摩藩英国留学生
記念館を訪れ、田

た ば た

畑いちき
串木野市長をはじめ多くの
市民の皆さんから熱烈な歓
迎を受けました。
　今回の萩市民号では、長年にわたり、活火山・桜島と
ともに人々が暮らしを営み、多くの逸材を輩出してきた
鹿児島市のまちづくりの原点を垣間見ることができまし
た。萩市のこれからのまちづくりにいかすためにも、相
互交流が一層深まることが期待されます。

平成30年に予定されている鹿児島市との交流事業

開催時期 イベントの概要

６月23日
〜24日

有備館「薩長土肥」剣道大会
ところ：明倫小学校屋内運動場ほか
・女流剣士による「薩長土肥」剣道錬成塾、
約160チームによる強化練習の開催

８月予定 2018薩長維新塾キッズ
ところ：鹿児島市

※萩市議会３月定例会の議決後に実施が決定します。

平成29年（人） 前年比
観光客数 1,420,870 103.3％
宿泊者数 430,765 105.0％

■平成30年の観光客誘致の取組
明治維新150 年の記念の年を迎

え、「新しい萩と時代を切り拓こう」
をテーマに、さまざまな記念事業を
展開するなど、維新胎動の地「萩」と
しての発信を引き続き行うととも
に、萩ならではの魅力を発信してい
きます。

　また、滞在型観光の促進や大会・
研修旅行・外国人観光客の誘致、各
地域の活性化・利益の向上にむけて
ＤＭＯ事業を加速していきます。

観光課（２５・３１３９）問い合わせ

森鹿児島市長（右）を表敬訪問

西郷孝夫さん（藤道市長の左隣）との交流会
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恋活パーティーin須佐 
〜須佐からステキな恋を♡〜

　市では、独身男女の出会いの場を
提供する「出会いの場づくり応援事
業～はぎキューピットプロジェクト
～」を実施しています。
　今回は、須佐地域の「はぎ縁結び応
援団」が須佐湾エコロジーキャンプ
場を舞台に楽しい恋活パーティを開
催しますので、ぜひご参加ください。
■とき　３月 18 日（日）正午～午後
４時（受付　午前 11 時 30 分～）

■ところ　須佐湾エコロジーキャンプ場
■内容　恋活パーティー（バーベキ
ューと遊覧船クルージング）
■対象者　萩市内在住・在勤または
将来萩市に住む希望がある 20 ～ 49
歳の独身者
■定員　男女各 10 人（応募多数の
場合は抽選）
■参加料　男性 4,000円、女性 2,000円
■主催・申し込み　

萩市出会いの場づくり応援事業 ～はぎキューピットプロジェクト～

募集

２月 23 日までに、須佐総合事務
所内　須佐おもてなし協会事務局

（０８３８７・６・２２１９）へ

萩・明倫学舎感謝祭　〜ありがとう１周年〜
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５
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萩
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大
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萩・明倫学舎（２１・２０１８）申し込み・問い合わせ１周年を迎える「萩・明倫学舎」で
感謝祭を開催します。

■
市
長
コ
ラ
ム

No.9

市
民
フ
ァ
ー
ス
ト

■とき　３月３日（土）、４日（日）午前９時～午後５時
■ところ　萩・明倫学舎
○クイズラリー　３日・４日、午前10時～午後４時
　クイズに答えて抽選で明倫学舎オリジナルグッズなど
が当たる。
○ジオ鍋　３日・４日、午前10時30分～11時30分
　萩の大地（ジオ）の恵みを鍋にしてお振る舞い。明治
維新 150 年にちなみ各日先着限定 150 食
○萩にゃん。と巡るミニガイドツアー　３日・４日、午前
11時30分～、午後1時30分～、3時～
　萩・明倫学舎本館を萩にゃん。とガイドが約15 分で案内
するミニツアー。クイズラリーのヒントもお知らせします。
○萩ジオパーク構想モニターツアー　３日午後１時～４時
　萩ジオマスターが、大地と人のつながりが楽しめる魅
力的な「ジオツアー」で皆さんをご案内します。
※定員 20 人、３月１日までに事前申込みが必要（無料）。
■申し込み　ジオパーク推進課（２１・７７６５）
○もちまき　３日・４日、午後２時～
○松陰先生の朗唱教室　３日午後２時30分～３時
　明倫小学校で毎朝行われている朗唱教室を体験。

ジオ鍋のお振る舞い

■参加料　イベントと本館は
無料。ただし、２号館は要入
館料　大人 300 円、高校生
200 円、小・中学生 100 円。
○もちのつかみどり　
４日午前９時〜
　２号館入館者対象。先着順、
なくなり次第終了。
○松陰ミュージカル　
４日午前11時～、午後１時〜、２時〜、３時30分〜
○萩・明倫学舎公開講座「小川是

コレクション
苦集のあれこれ②」

４日午後１時30分～２時30分
　幕末ミュージアムの展示品について、寄贈者の小川
忠
ただふみ

文さんから、当時の時代背景や収集の苦労話等をお話
いただきます。
○古写真展
　旧明倫小学校時代のなつかしい古写真を展示
○お土産ショップでガチャポンチャレンジ
　館内お土産ショップ・レストラン萩暦で 1,000円以上お
買い物・食事をするとガチャポンにチャレンジできます。
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平成29年度に実施したさまざまな事業のうち、１月までに完了した主な事業を紹介します。

平成29年度に完了した主な事業 １

山口銀行、山口大学、Y
ワイエムエフジー

MFG Z
ゾ ー ン

ONE
プラニングと連携協定を締結
　１月 24 日、地域の発展と人材育成を目的として、山
口銀行、山口大学、YMFG ZONEプラニングと３つの
連携協定を締結しました。
　それぞれの連携協定では、萩ブランドの再構築や学生
のビジネスリテラシー（ビジネスに関する知識）の向上
について協働した取組等の推進や、萩ジオパーク構想の
構築に向けての連携した取組、また、山口銀行萩支店浜崎
出張所を創業支援の場や山口大学のサテライト研究室と
して活用していく予定です。

〔左から〕岡正
まさあき

朗山口大学長、藤道市長、吉村 猛
たけし

山口銀行取
締役頭取、椋梨敬

け い す け

介YMFG ZONE プラニング代表取締役

市立学校の吊り天井落下防止対策が完了
　小・中学校の施設を安全に使用できるよう、吊り天井になっ
ている体育館の落下防止対策を行いました。

【整備内容】明倫小学校、むつみ小学校、川上中学校体育
館の吊り天井対策工事

【総事業費】4,471 万円（うち国補助 1,505 万円）
■問い合わせ　教育委員会総務課（２５・３５６１）

８月

観光施設整備事業
　外国人観光客をはじめ多くの方が利用しやすいよう、萩市観光

「自然と歴史」情報センター内にある和式トイレを洋式化しました。
【整備内容】男性用１基、女性用２基を洋式トイレに整備。
【総事業費】108 万円（合併特例基金繰入金）
■問い合わせ　観光課（２５・３１３９）

８月

旭・福栄地域のぐるっとバス車両を更新
　高齢者などの地域内の移動手段確保を目的として、７地域で
11月

ぐるっとバスを運行していま
す。今年度、旭・福栄地域の２
台の車両を更新しました。

【総事業費】636 万円（う
ち県補助金 318 万円）
■問い合わせ　商工振興課

（２５・３５８３）

高規格救急自動車を更新
　萩市消防署では本署をはじめ市内４か所に６台の救急自動
車を配備し、年間3,000 件を超える救急業務に対応していま

12月

す。今年度、本署の１台を最
新設備を装備した救急自動
車に更新しました。

【総事業費】3,208 万円
■問い合わせ　消防本部総
務課（２５・２７８０）

住民主体生活支援体制整備事業11月

　サロン活動や訪問サービ
スなど、住民主体生活支援
サービス実施団体の活動を
支援するため、３地域に車両
を配備しました。

【総事業費】785 万円（う
ち県補助金 393 万円）

２地域の調理施設の整備を行いました。
【総事業費】329 万円（うち県補助金 165 万円）
■問い合わせ　高齢者支援課（２５・３１３７）

•田万川・旭地域の調理施設を改修１月

•川上・須佐・福栄地域の活動車両を配備

カヌーの日本代表 ナショナルＡチーム
が「阿武川特設カヌー競技場」で練習

　１月 15 日〜 23 日、カヌースラローム競技の日本代
表のナショナルＡチームの選手５人が、川上地域の阿武
川特設カヌー競技場で練習を行いました。
　カヌー選手は個々で活動・練習することが多いため、
ナショナルチームの選手が揃って練習することは珍し
く、お互いにレベルアップを図っていました。
　渇水期でも水量の安定した川上の競技場は練習に適し
ているため、３月にも来萩し練習を行う予定になってい
ます。

練習するオリンピック３大会連続出場の矢澤一輝選手
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道の駅 ゆとりパークたまがわ リニューアルイベント
　田万川地域の地域コミュニティや
物産販売の拠点として整備している

「道の駅ゆとりパークたまがわ」が
リニューアルし、16 日から新しい
支配人を迎え、記念のイベントを行
います。
　広く開放的にリニューアルして、
12 月 23 日から先行オープンした特
産物直売所には、年末年始には大勢
の買い物客が訪れました。特に、定
置網でとれた鮮魚や新鮮な農産物、
地酒などが人気を集めました。

　また、１月 11 日からは、レスト
ラン「ダイニング松風」も館内に新
しくオープン。地元の食材をつかっ
た幅広いメニューは地元をはじめ、
観光客にも人気となっています。
　リニューアル後も一部の改修工事が
続きますが、ご理解をお願いします。

【リニューアルイベント】
■とき　２月 17 日（土）午前９時
50 分～午後０時 15 分
■内容　餅まき、小中学生絵画作文
コンクール授賞式、友

と も の ぶ

信神楽、いわ

しの煮売りの無料試食（郷土料理、
200 食）、萩ジャム試食販売など
■問い合わせ
道の駅ゆとりパークたまがわ

（０８３８７・２・１１５０）

■ところ　山口県漁協萩地方卸売市場（萩しーまーと横）

萩市観光協会内萩・しろ魚まつり実行委員会（２５・１７５０）

午前 10 時〜午後３時３月４日㊐

おどり食い無料サービス（第１部：午前10 時30 分〜、第２部：午
後１時〜）、しろ魚即売（１袋1,000 円）、しろ魚雑炊（200 円）など

内容

萩
地域 萩・しろ魚まつり

　四ツ手網を使った伝統的なしろ魚漁は、早春の萩の風物詩となってい
ます。しろ魚は、２月から４月に獲れる小魚で、生きたまま酢醤油をつけ
て食べる「おどり食い」などが楽しめます。

▲しろ魚おどり食い無料サービス

■ところ　萩往還梅林園（椿・笠屋）

萩・維新夢街道盛り上げ隊
（０８０・２７２８・３９７１）岡㟢

いずれも午前 10 時〜午後４時

２月17日㊏、18日㊐、24日㊏、25日㊐
３月３日㊏、４日㊐、10日㊏、11日㊐

オカリナ、琴の演奏、フォークダンス、ぜんざ
い販売など

内容

萩往還梅林園まつり萩
地域

■発着場所　指月橋そば（堀内）

萩八景遊覧船乗り場（２１・７７０８）

午前９時〜午後４時
（11 月は午前９時〜午後３時 30 分）

３月１日㊍〜11月30日㊎

遊覧船に乗って、約40 分の水上散策を楽しみ
ませんか。天候の良い日には、指月山や白砂青松

内容

萩八景遊覧船
３月１日（木）から運航

萩
地域

の菊ケ浜を海から眺めます。
※初日の３月１日（木）は無料運航します。
■乗船料　大人1,200円、小人600円（団体割引あり）



市民の方からの意見 市長・萩市からの回答

　
　個人的には農家民泊の取組は非常に良いと思っ
ている。
　しかし、年配の方が民泊を引き受ける際には、
もてなしの意識が強いため、かえって疲れてしま
っているように思う。
　あくまでも普通の家庭に来てもらい、ありのま
まの姿を見てもらい、また、その中で農業体験を
してもらうということの理解が参加する方にも必
要だと思う。
　若い世代の農家は平日の受入について時間の融
通が難しいことが悩ましいところである。

　農家民泊は萩の売りにしていきたいと考えています。
　各地域で農業体験をしてもらい、萩に泊まってもらいたい
と思います。
　農家の負担を軽減する
ため、研修等を行うとと
もに、受入農家の増加に
努めていきます。

　
　地域の婦人会について、組織を維持するために
頑張っているが、新たに加入してくれる人がなか
なかいないので困っている。活動を負担に考える
人がいるようだ。

　平素から各地域でのまちづくりへの取組に感謝しています。
　婦人会でやっている活動が周りの方々に伝わっていないこ
とが考えられないでしょうか。
　働く女性が増加する中、婦人会を担う人が少なくなっている
現状をふまえ、時代にあった活動の見直しも必要と考えます。
　婦人会活動に対しては、今後も引き続き支援していきます。

　周辺部の交通対策をどのようにするのか、市長
の手腕を発揮してもらいたい。
　周辺部はなかなか移動手段が確保されていな
い。
　高齢者については運転免許証を返納してもらう
ような声もあるが、自動車が運転できないと移動
手段が確保できない。例えばドライブレコーダー
を車載させ、その情報を活用し、自動車学校や萩
警察署等に協力してもらい、高齢者の運転技術を
確認するなどの取組も必要ではないだろうか。
　健康長寿を図ることと、地域の公共交通はどう
あるべきかを考えてもらいたい。

　平成 29 年９月議会で予算を承認いただき、萩市地域公共交
通網形成計画の策定に向けて動き出しています。
　今後、２年以内に地域の公共交通を再構築したいと考えて
います。
　交通事業者と調整し、市民の声をお聞きしながら計画を策
定していきます。
　なお、高齢者の運転技術の確認にあたり、ドライブレコー
ダーを活用するとのご意見は参考にさせていただきたいと思
います。

　高齢化の進展により、トマト農家を辞める人が
増えている。しかし、隣の山口市の阿東地区では若
い人が新規就農し、そうした新規就農者の方が口
コミで広げられ、新たに就農される方が増えてい
ると聞く。
　行政主体で斡旋するのではなく、新規就農者自
身が色々と動くことで効果をもたらしているよう
だ。

　口コミで広がっているということであれば、実際に地域で
働く方が伝えることが大切です。
　むつみ地域では地域おこし
協力隊員がトマト栽培を始め
られていると聞いています。
そうした方に新規就農の輪を
広げる中心的役割を担っても
らえればと思います。

　

　萩市はイベントが多すぎる。
　住民も今まで継続してきた行事は続けようと思
っているので段々とその数が増えている。しかし、
行事に関わる人が増えていかないのが現状であ
る。３月頃には講演会も頻繁に開催される。必要な
行事もあるのだろうが、まとめられるものは調整
をしてもらいたい。

　少子化が進展する中、これまでと同様にイベントを続けよ
うとすると運営する側は大変です。
　今後はスクラップアンドビルドの考え方を一層進めること
が必要と考えています。
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市民の皆さんからいただいたご意見と回答③

総務課秘書室（２５・３１３５）問い合わせ

　７月から市民の皆さんの声をしっかりと聴き、市民の皆さんの目線で物事を考え、市民の皆さんのために何が
できるかを考える「市民ファースト〜萩・移動市長室〜」を市内各所で開催しています。移動市長室でお聞きし
た市民の方からのご意見とそれに対する回答の一部をご紹介します。

農家民泊の受入について

周辺部の交通対策について

新規就農について

婦人会の組織について

農家民泊の様子

萩市のイベントについて

むつみ地域トマト栽培研修の様子
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市民ファースト
〜萩・移動市長室〜

市民の方からの意見 市長・萩市からの回答

　子育て支援策として、紙おむつ等の
助成はあるが、一方で、1 回 15,000 円
もかかるロタウイルスのワクチンにつ
いては助成制度がない。こうしたもの
を無料にしてもらいたい。

　現在、ロタウイルスワクチンの接種費用助成を行っている自治体は、
県内では 2 市 1 町で、助成額は接種費用の 5 ～ 9 割です。
　ワクチン接種は、感染症予防の観点からは有効な方策と言えますが、
同時に安全性や公的に行う有効性への留意が必要です。また、全額助
成でなければ、接種される方に自己負担が発生します。任意接種の範
囲なので、接種については保護者の考え方に差異があり、等しく助成
を利用されることが難しいのも事実です。
　以上のような理由から、ロタウイルスワクチン接種の助成について
は、今後の国の定期接種化に向けた動向を詳細に把握し、新しい情報
を収集しながら安全性や公平性を考慮し、慎重に検討させていただき
たいと考えています。

　市道江舟線について、崖崩れ後通行
止めになっている。迂回のためにこれ
までより 15 分余計に時間がかかる状況
である。
　工事完了まで途方もない時間がかか
るとも聞くが、住んでいる人が少ない
からといって、事業が後回しにされて
いることはないだろうか。

　事業が後回しというご指摘には、全くあたりません。
　崖崩れの現場は、まだ落石や崩壊の危険があります。
　二次災害防止に万全を期した対応を行うため、平成29 年6 月補正予
算で予算措置を行い測量・調査を行いましたが、有効となる対策工法が
見つからない結果となっています。
　今後の対応については、関係各課
と調整を図り、江舟集落のみなさん
からも意見を聞きながら検討してい
くよう考えています。

　地域のことは地域で完結できるよう、
総合事務所の権限の強化と人員の配置
をお願いしたい。

　総合事務所は各地域で大変重要な役割を担っています。職員数が減
少する中、経験豊富な再任用職員の配置を検討しています。
　今後は地域の業務を統括するような部署を設け、各総合事務所や支
所をサポートする体制を構築していきます。
　また、地域ごとに地域特性にあったプランを定め、地域の活性化を図
っていきたいと考えています。

　

　携帯電話の電波状況が悪い。情報を取
得しようとしてもなかなかうまくいか
なかったりする。
　特定の通信サービス提供会社に改善
要望を伝えているが、なかなか取り合っ
てもらえない。

　地理的条件等により中山間地域を中心に
すべての携帯電話事業者のサービスが利用
できない不感地域が存在しています。
　不感地域を解消するための国の補助制度
がありますが、携帯電話事業者の参画が前
提となります。
　市としては引き続き携帯電話事業者に対
し、参画を要望していきます。
　屋外において通話が可能な場合は、電波
改善装置（設置費用無料、電気代は受益者
負担）の取り付けにより、改善される場合
がありますので、携帯電話事業者へご相談
ください。

　

　萩・石見空港はずっと存続をしても
らいたい。
　以前は、山口宇部空港の利用ばかり
だったが、今後はぜひ、萩市職員にも萩・
石見空港の利用をお願いしたい。

　現在、萩市職員の東京出張時には、できるだけ萩・石見空港を利用
するように指示をしています。
　平成 32 年 3 月まで現在の２便運航が継続されることが決まってい
ます。
　地元の方や市職員が使うだけでは、なかなか利用者数は伸びません。
圏域で連携し、東京からの利用客をさらに呼び込むなどの取組を行っ
ていきます。

市道江舟線の工事について

総合事務所の機能強化について

携帯電話の電波状況の改善について

萩・石見空港の利用促進について

ロタウイルスのワクチン助成について

市道江舟線落石現場

平成 22 年度川上野戸呂基地局完成写真
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平成30年４月から国民健康保険制度が変わります！
◆シリーズ②「国保制度改革」 市民課保険年金係（２５・３１４７）問い合わせ

萩市職員 募集 市民病院事務職員

■申込方法
　次の提出書類を〒 758-8555 萩市総務課人事係へ郵送
または直接持参してください。
　募集要項、受験申込書、受験票は、総務課人事係に請
求されるか、市ホームページからダウンロードできます。
■提出書類
①受験申込書（写真を貼付）、②受験票（62 円切手を貼
付）、③最終学校卒業証明書、④最終学校成績証明書、
⑤日商簿記合格証書の写し

※郵送の場合は、封書に「職員採用試験提出書類在中」
と朱書きして書留等配達記録が残る郵便でお送りくださ
い。当日消印有効（締切日直前の場合は、速達で送付し
てください）。
※直接持参の場合は、募集期間中の土・日曜日・祝日を
除く午前８時 30 分から午後５時 15 分の間にご持参く
ださい。
■問い合わせ　総務課人事係（２５・１２３９）

職種 募集人員 受験資格 募集期間 試験日 試験内容 採用予定日

市民病院
事務職員 １人

①昭和62年4月2日以降に
生まれた方
②日商簿記２級以上の資
格を有し、経理の実務経験
を３年以上有する方
③萩市内に居住できる方

2月15日
～

3月30日

【第1次試験】
とき：4月29日㈰
ところ：市民病院

【第2次試験】
とき：5月27日㈰
ところ：市民病院

【第1次試験】
教養試験
職場適応性検査
事務適性検査

【第2次試験】
個人面接

7 月 1 日

※上記のほか、市民病院看護師・薬剤師は随時募集しています。

現在、国民健康保険（国保）は、市が保険者となって運営していますが、
平成 30 年度からは県と市が共同で国保を運営する制度となります。

　被保険者の資格管理が県単位とな
り、保険証等の様式が変わります。
　また、高額療養費の多数回該当の
通算方法が変わります。
※次回シリーズで詳しくお知らせし
ます。

　財政運営のしくみは大きく変わり
ますが、皆さんの医療の受け方は変
わりません。
　各種申請や届け出は、市の窓口で
受け付けます。
　また、保険証の発行や保険料の賦
課・徴収、特定健康診査などの保健
事業に関することは、これまでどお
り市が行います。

■県と市の役割分担
変わること

変わらないこと

改革の方向性

１. 運営の在り方

○県が、県内の市町とともに、国保の運営を担う
○県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的な事業運営
の確保等の国保運営に中心的な役割を担い、制度を安定化
○県が、県内の統一的な運営方針としての国保運営方針を示し、市町が担
う事務の効率化、標準化、広域化を推進

県の主な役割 市町の主な役割

２. 財政運営
財政運営の責任主体
・市町ごとの国保事業費納付金を決定
・財政安定化基金の設置・運営

・国保事業費納付金を県に納付

３. 資格管理 国保運営方針に基づき、事務の効率
化、標準化、広域化を推進

・地域住民と身近な関係の中、
　資格を管理（保険証等の発行）

４. 保険料の決定
　  賦課・徴収

標準的な算定方法等により、市町ご
との標準保険料率を算定・公表

・標準保険料率等を参考に保険料率
を決定
・個々の事情に応じた賦課・徴収

５. 保険給付
・給付に必要な費用を、全額、
　市町に対して支払い
・市町が行った保険給付の点検

・保険給付の決定
・個々の事情に応じた窓口負担減免等

６. 保健事業 市町に対し、必要な助言・支援 ・被保険者の特性に応じたきめ細か
い保健事業を実施
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あ
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ま
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な
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じ
ま
す
。
い
ず
れ
の
治
療
も
再
発
率
は

０
％
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
に
よ
っ
て

手
術
を
積
極
的
に
行
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。

●
最
後
に

　

胸
痛
、
背
部
痛
、
呼
吸
困
難
を
来
す
疾

患
に
は
、
気
胸
の
ほ
か
に
も
、
心
疾
患
、

大
動
脈
疾
患
、
肺
炎
・
胸
膜
炎
な
ど
さ
ま

ざ
ま
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ

ば
医
療
機
関
を
受
診
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
喫
煙
は
肺
や
心
血
管
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
頑
張
っ
て
止
め
て
み

ら
れ
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

気
胸
と
い
う
病
気
!?

萩市民病院

医師：坂
さ か の

野 尚
ひさし

専門：外科

150

萩
市
民
病
院　

☎
２
５
・
１
２
０
０

袋のように
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　エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

オ
ー
デ
ィ
オ
ア
ン
プ
、バ
ウ
ン

サ
ー
、ひ
な
人
形
２
組
、鎧
兜
、

カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
、電
池
用
充
電

器
、学
習
机
４
台
、テ
レ
ビ
台
、三

輪
車
、リ
ヤ
カ
ー

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

ガ
ス
湯
沸
器
、イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
、車
い
す
、テ
ー
ブ
ル
、机
、い

す
、物
置
コ
ン
テ
ナ
、ジ
ュ
ニ
ア
シ

ー
ト
、日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
、ジ

ブ
リ
グ
ッ
ズ
、電
気
柵
、マ
ネ
キ
ン

人
形

◆
登
録
は
３
カ
月
間
。
登
録
者
と

直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
交
渉
が
成
立

し
た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ

る
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
余
り
毛
糸
で
小
物
作
り
講
座

■
と
き　

３
月
11
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
内
容　

余
り
毛
糸
を
使
っ
て
花

の
モ
チ
ー
フ
の
マ
フ
ラ
ー
を
作
る

■
定
員　

20
人
程
度

■
参
加
料　

１
０
０
円
（
材
料
費

別
）

■
参
加
受
付
開
始
日　

２
月
15
日

（
木
）
午
前
９
時
〜
（
電
話
受
付
）

問
い
合
わ
せ

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月

第
２
木
曜
日

◎犬猫譲渡会
■とき　２月 25 日（日）
　午前 10 時～午後１時
※毎月　第４日曜日開催。
■ところ　エコプラザ・萩

主催・問い合わせ
　わんにゃんＨＡＧＩ
　（０９０・１３５２・００３８）
※猫の預かり先募集中。

交
通
災
害
共
済

３
月
１
日
か
ら
受
付
開
始

　

市
で
は
、
交
通
事
故
救
済
の
一

助
と
し
て
交
通
災
害
共
済
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
現
在
の
加
入
分

に
つ
い
て
は
、
３
月
31
日
で
共
済

期
間
が
終
了
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
加
入
申
込
を
３

月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
加

入
申
込
書
は
市
報
３
月
１
日
号
と

一
緒
に
配
布
し
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
方　

市
内
に
住
民

登
録
の
あ
る
方
、
市
内
学
校
に
在

学
中
の
方
、
就
学
の
た
め
転
出
し

て
い
る
方
等

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
共
済
期
間　

４
月
１
日
（
途
中

加
入
の
場
合
は
加
入
申
込
日
の
翌

日
）
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

■
掛
金（
年
額
）
一
般
５
０
０
円
、

中
学
生
以
下
・
70
歳
以
上
３
０
０

円■
申
込
方
法　

申
込
書
に
掛
金
を

添
え
て
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便

局
、
山
口
銀
行
、
萩
山
口
信
用
金

庫
、
西
京
銀
行
、
Ｊ
Ａ
県
内
各
支

店
へ
（
漁
協
は
不
可
）

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
６
０
１
）

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
〜
７
日

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
意

識
を
高
め
る
こ
と
で
、
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
尊
い
命
を
守
る
と

と
も
に
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
阿
武
町
を
含
め
た
萩
管

内
で
は
、25
件
の
火
災
が
発
生
し
、

前
年
（
34
件
）
に
比
べ
る
と
９
件

減
少
し
ま
し
た
。

◎
火
災
予
防
運
動
関
連
行
事

•
土
原
保
育
園
児
に
よ
る
防
火
パ

レ
ー
ド　

３
月
３
日
（
土
）
午
前

11
時
〜
正
午
、
田
町
商
店
街

•
火
災
予
防
作
品
展　

２
月
28
日

（
水
）
〜
３
月
７
日
（
水
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
、
Ｊジ

ョ

イ
Ｏ
Ｙ

２
０
１
（
田
町
商
店
街
内
）

◎
住
宅
火
災
を
知
ら
せ
る
住
宅
用

火
災
警
報
器

　

平
成
28
年
中
の
全
国
の
住
宅
火

災
の
件
数
は
総
出
火
件
数
の
３
割

で
す
が
、住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

数
は
総
死
者
数
の
約
７
割
を
占
め

て
い
ま
す
。ま
た
、住
宅
火
災
に
お

け
る
被
害
状
況
を
分
析
し
た
と
こ

ろ
、住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、設
置
さ
れ

て
い
な
い
場
合
に
比
べ
、死
者
の

発
生
は
約
４
割
減
、焼
損
床
面
積
、

損
害
額
は
概
ね
半
減
し
た
結
果
と

な
り
ま
し
た
（
消
防
庁
調
べ
）。

　

平
成
29
年
６
月
１
日
現
在
、
萩

管
内
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

率
は
81
％
で
す
。
尊
い
命
、
大
切

な
財
産
を
守
る
た
め
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
交
換
は

10
年
が
目
安

　
「
い
ざ
」と
い
う
と
き
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
適
切
に
作
動
す
る

よ
う
に
、火
災
予
防
運
動
時
期
な

ど
に
、定
期
的
に
作
動
確
認
を
行

い
ま
し
ょ
う
。警
報
器
は
、古
く
な

る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切

れ
な
ど
で
、火
災
を
感
知
し
な
く
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な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

10
年
を
目
安
に
本
体
の
交
換
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
設
置

状
況
等
を
確
認
す
る
た
め
、
地
域

の
消
防
団
員
が
、
無
作
為
に
抽
出

し
た
家
庭
に
訪
問
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課

（
２
５
・
２
７
９
８
）

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
追
加

　

担
当
者
が
不
在
で
あ
っ
た
地
区

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
31
年
11

月
ま
で
で
す
。

　

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
や
母

子
・
寡
婦
・
父
子
・
高
齢
者
・
障

が
い
者
（
児
）・
児
童
の
こ
と
な

ど
、行
政
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

社
会
福
祉
全
般
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
嶋し
ま
む
ら村
宣の
り
こ子
（
担
当
地
区
：
目
代
・

中
津
江
の
１
）、厚こ
と
う東

紘ひ
ろ
み美

（
担
当

地
区
：
共
栄
）、下し
も
お
か岡

ス
ヅ
子
（
担

当
地
区
：
江
舟
・
野
戸
呂
）、岩い
わ
も
と本

泰や
す
あ
き晃
（
担
当
地
区
：
土
居
・
弁
天
）

問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

就
学
援
助
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

小
・
中
学
生
の
お
子
さ
ん
が
安

心
し
て
勉
学
で
き
る
よ
う
に
、ご

家
庭
の
経
済
的
事
情
に
応
じ
て
支

援
す
る
「
就
学
援
助
制
度
」を
設

け
て
い
ま
す
。

　

現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
も
年

度
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

詳
細
は
市
報
２
月
１
日
号
（
４

ペ
ー
ジ
）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
申
請
方
法　

在
校
生
は
３
月
30

日
、
新
入
生
等
は
４
月
27
日
ま
で
に

学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会
へ
申
請

※「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」

の
入
学
前
受
給
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、２
月
28
日
ま
で
に
要
申
請
。

※
年
度
途
中
に
受
給
の
必
要
が
生

じ
た
場
合
も
随
時
受
け
付
け
。

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課（
２
５
・
３
１
４
１
）、

教
育
委
員
会
各
地
域
事
務
所
、
各

小
・
中
学
校

萩
市
高
校
生
女
子
寮
の
入

居
者

■
と
こ
ろ　

山
田
４
８
１
９
番
地

（
Ｊ
Ｒ
玉
江
駅
か
ら
徒
歩
３
分
）

■
入
居
資
格　

遠
隔
地
等
で
市
内

の
高
校
に
通
学
困
難
な
女
子
高
生

■
定
員　

３
人　

※
申
込
多
数
の
場
合
、
入
居
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
寮
費
等（
月
額
）　

▽
寮
費
＝
３

０
０
０
円
、
▽
食
事
代
＝
３
万
６

０
０
０
円
程
度
（
希
望
に
よ
り
欠

食
可
、欠
食
の
場
合
は
返
金
）、▽

電
気
代
＝
２
０
０
０
円
程
度

※
エ
ア
コ
ン
、
勉
強
机
、
ベ
ッ
ド
、

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
完
備
。

■
申
込
方
法　

教
育
委
員
会
備
え

付
け
の
女
子
寮
入
寮
許
可
申
請
書

（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
提
出

■
申
込
期
間　

２
月
15
日
〜
３
月

15
日申

し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
教

育
委
員
会
総
務
課（
２
５
・
３
１
４

１
、
メ
ー
ル e-soum

u@
city.

hagi.lg.jp

）

県
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
団
地

•
中
津
江　

４
戸

•
無
田
ヶ
原　

１
戸

•
第
二
無
田
ヶ
原　

２
戸

•
東
萩　

１
戸

■
入
居
予
定
時
期　

４
月
下
旬
頃

■
応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方

①
住
宅
困
窮
者

②
同
居
親
族
が
あ
る
（
住
宅
に

よ
っ
て
は
、
高
齢
者
な
ど
一
定
の

要
件
を
備
え
て
い
る
場
合
、
単
身

入
居
も
可
）

③
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

④
申
込
者
、
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い

■
受
付
期
間　

２
月
20
日
〜
28
日

（
消
印
有
効
）

■
申
込
方
法　

山
口
県
施
設
管
理

財
団
山
口
支
所
、
萩
立
寄
所
（
萩

総
合
庁
舎
２
階
）、
萩
市
建
築
課

に
備
え
付
け
の
申
込
書
を
郵
送

申
し
込
み

山
口
県
施
設
管
理
財
団
山
口
支
所

（
０
８
３
・
９
３
４
・
２
０
０
４
）

　４月から、マイナンバーカードを
利用して、各種証明書のコンビニ交
付が開始します。期間中は、申請に必
要な顔写真を無料撮影し、申請のお
手伝いをしますので、マイナンバー
カードの申請をしてみませんか。
無料写真撮影
■とき　２月15 日〜28 日（土・日曜
日を除く）午前９時〜午後５時

■受付場所　市役所市民総合窓口マイ
ナンバー関連受付コーナー、見島支所
■内容　マイナンバーカード交付申
請のための写真撮影、申請補助
■持参品　交付申請書兼電子証明書
発行申請書
※申請書を紛失された方は、再発行
のために、本人確認書類が必要です
ので、お問い合わせください。　

※カードは本人限定受取郵便で郵送
することもできます。希望される方
は、申請書以外に必要な書類があり
ますので、お問い合わせください。
※カード申請後、１カ月程度で、受
け取りができます。
■問い合わせ
市民課

（２５・３４９３）

４月から始まる「証明書のコンビニ交付」にはマイナンバーカードが必要です！
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山
口
県
健
康
福
祉
祭

ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流
大
会

出
場
者
・
美
術
展
作
品

○
ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流
大
会
出
場

者
募
集

　

成
績
上
位
者
は
、「
全
国
健
康

福
祉
祭
と
や
ま
大
会
（
11
月
３
日

か
ら
開
催
）」
に
出
場
で
き
ま
す
。

■
と
き　

５
月
16
日
（
水
）

■
と
こ
ろ　

維
新
百
年
記
念
公

園
、
や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

パ
ー
ク
（
山
口
市
）

■
対
象
者　

原
則
60
歳
以
上
の
方

（
昭
和
34
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）

■
競
技
種
目　

卓
球
、
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ペ
タ
ン
ク
、
弓
道
、
剣
道
、
囲
碁
、

将
棋
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

○
美
術
展
の
作
品
募
集

　

優
秀
作
品
は
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
と
や
ま
２
０
１
８
美
術
展
（
11

月
３
日
か
ら
開
催
）」
に
出
品
さ

れ
ま
す
。

■
対
象
者　

60
歳
以
上
（
昭
和
34

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

※
１
人
１
点
。
未
発
表
作
品
に
限

る（
複
数
部
門
へ
の
出
品
も
不
可
）

■
募
集
作
品　

日
本
画
、
洋
画
、

彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

【
共
通
事
項
】

■
申
込
方
法　

３
月
16
日
ま
で

に
、
高
齢
者
支
援
課
、
各
総
合
事

務
所
市
民
窓
口
部
門
、
社
会
福
祉

協
議
会
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
を

提
出

■
主
催　

山
口
県
生
涯
現
役
推
進

セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
支
援
課
（
２
５
・
３
１
３

７
）、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口

部
門

自
伐
型
林
業
講
演
会

　

林
業
を
始
め
て
み
た
い
方
や
地

域
の
林
業
に
関
わ
る
取
り
組
み
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

※
自
伐
型
林
業
＝
山
林
所
有
者
や

地
域
住
民
が
自
ら
森
林
経
営
・
管

理
・
施
業
す
る
自
立
・
自
営
の
林

業
。

■
と
き　

２
月
28
日
（
水
）
午
後

２
時
〜

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
演
題　
「
自
伐
型
林
業
に
つ
い

て
」

■
講
師　

中な
か
じ
ま
け
ん
ぞ
う

嶋
健
造
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
自
伐
型
林
業
推
進
協
会
代
表
理

事
）問

い
合
わ
せ

農
林
振
興
課
（
２
５
・
４
１
９
４
）

柑
き
つ
長
期
講
習
会

　

夏
み
か
ん
を
は
じ
め
と
し
た
柑

き
つ
の
栽
培
技
術
向
上
を
目
的
と

し
た
講
習
会
で
す
。

■
と
き　

４
月
〜
平
成
31
年
３
月

の
原
則
平
日
の
午
前
中
（
計
９
回

開
催
予
定
）

■
と
こ
ろ　

萩
夏
み
か
ん
セ
ン

タ
ー
（
前
小
畑
）
ほ
か

■
講
師　

萩
農
林
事
務
所
農
業
部

員
、
全
農
や
ま
ぐ
ち
技
術
員
、
萩

夏
み
か
ん
セ
ン
タ
ー
指
導
員
等

■
内
容　

接
木
・
せ
ん
定
・
病
害

虫
防
除
・
土
壌
管
理
等

■
対
象
者　

柑
き
つ
栽
培
農
家
ま

た
は
栽
培
予
定
の
方

■
定
員　

40
人
程
度
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

年
間
３
０
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

３
月
23
日
ま
で
に
、
農
林
振
興
課

（
２
５
・
４
１
９
４
）
へ

歯し

あ
わ
せ
健け

ん

口こ
う

の
集
い

〜
健
康
な
歯
と
口
腔
を
保
ち
ま

し
ょ
う
〜

　

い
つ
ま
で
も
は
つ
ら
つ
と
し
た

毎
日
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
口
腔

ケ
ア
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
と
き　

３
月
10
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
３
時
15
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

口
腔
ケ
ア
用
品
の
紹

介
・
相
談
、
高
齢
者
に
優
し
い
食

事
の
展
示
・
試
食
、
歯
あ
わ
せ
健

口
遅
口
言
葉
表
彰
式
、講
演
会（
午

後
２
時
10
分
〜
）

■
演
題　
「
局
ア
ナ
か
ら
聞
く
熱

血
流
！
健け
ん

口こ
う

体
操
」

■
講
師　

高
橋
裕ゆ
た
か（

Ｋ
Ｒ
Ｙ
山

口
放
送
熱
血
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
）

■
参
加
料　

無
料

※
参
加
者
に
は
、
口
腔
ケ
ア
用
品

を
配
布
。

問
い
合
わ
せ

西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
３
５
２
１
）

萩
図
書
館
開
館
記
念
行
事

「
科
学
あ
そ
び
を
楽
し
も
う
ー
科

学
の
本
を
つ
か
っ
て
ー
」

■
と
き　

３
月
21
日
（
水
・
祝
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館

■
内
容　

科
学
あ
そ
び
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

■
講
師　

代し
ろ
た田

み
ち
子
（
子
ど
も

と
科
学
を
つ
な
ぐ
会
代
表
）

■
対
象
者　

小
学
生
以
上

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
が
必
要
。

■
参
加
料　

無
料　

申
し
込
み

萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
み
ん

な
の
知
恵
袋
「
お
母
さ
ん

の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

講
座
」

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
が
、
毎

日
笑
顔
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き　

２
月
26
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
堀
内
）

■
講
師　

長な
が
た
に
ひ
で
は
る

谷
英
治
（
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■
内
容　

ヨ
ガ
の
呼
吸
法
と
笑
い

を
組
み
合
わ
せ
た
「
笑
い
ヨ
ガ
」

高橋裕
ゆたか

さん
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と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
ィ
ー

タ
イ
ム

※
託
児
あ
り
。

■
対
象
者　

子
育
て
中
の
お
母
さ

ん■
定
員　

15
人

■
参
加
料　

１
０
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス（
２
１
・
７
５

０
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
１
・
７
６
６
６
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

■
と
き　

３
月
18
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
10
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

午
前
＝
講
演
「
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
」、
午
後

＝
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
定
員
各
20

人
）
①
災
害
と
気
象
、
②
災
害
時

の
食
事
、
③
避
難
所
に
お
け
る
段

ボ
ー
ル
活
用
術
、
④
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
活
用
術
（
①
〜
④
の
う
ち
１
つ

を
選
択
）

■
対
象
者　

小
学
生
以
上
の
市
民

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
料　

無
料
（
昼
食
は
各
自

準
備
）

主
催
・
申
し
込
み

３
月
９
日
ま
で
に
、
萩
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
）

へ

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
支
え
ま
す
、
こ
の
ま
ち
で
…
生

き
て
い
き
ま
す
、こ
の
ま
ち
で
…
」

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

３
月
３
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

▽
講
演
①
「
萩
市
の
認

知
症
者
へ
の
行
政
及
び
関
連
サ
ー

ビ
ス
の
現
状
」
石
川
京き
ょ
う
こ

子
（
萩
市

西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

補
佐
）、
▽
講
演
②
「
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
役

割
」
小
野
信の
ぶ
ち
か
周
（
医
療
法
人
水
木

会
萩
病
院
院
長
）、▽
講
演
③
「
認

知
症
者
と
共
に
暮
ら
す
地
域
の
あ

り
方
へ
の
提
案
」
砂す
な
が
わ
ひ
ろ
し

川
博
史
（
認

知
症
に
な
っ
て
も
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
顧

問
）、
意
見
交
換

主
催
・
問
い
合
わ
せ

認
知
症
に
な
っ
て
も
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会

（
２
２
・
０
２
２
４
）

サ
ン
ラ
イ
フ
萩 

体
験
講
座

　

ス
ト
レ
ス
解
消
や
運
動
不
足
解

消
に
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
体

験
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
４
日
（
日
）

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
持
参
品　

タ
オ
ル
、
運
動
に
適

し
た
服
装
、
上
履
き
（
ズ
ン
バ
ダ

ン
ス
参
加
者
）

■
参
加
料　

各
５
０
０
円

◎
健
康
ヨ
ガ

　

タ
オ
ル
を
使
っ
て
、
自
分
の
身

体
の
動
く
範
囲
を
知
り
な
が
ら
楽

し
く
ヨ
ガ
を
体
験
し
ま
す
。

■
時
間　

午
前
10
時
～
10
時
50
分

■
講
師　

斉
藤
佐さ

え

こ
絵
子
（
Ｉ
Ｙ
Ｃ

認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
定
員　

26
人
（
先
着
順
）

◎
ズ
ン
バ
ダ
ン
ス

　

ラ
テ
ン
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し

く
踊
れ
る
ダ
ン
ス
で
す
。

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
２
時

30
分

■
講
師　

福
場
美み

ち

よ
智
代
（
フ
ァ
ー

シ
ル
サ
ー
ク
ル
）

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

主
催
・
申
し
込
み

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
（
２
６
・
１
３
３

３
）

人
手
不
足
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　

自
社
の
置
か
れ
た
雇
用
環
境
を

認
識
し
、
各
種
支
援
制
度
や
助
成

金
を
活
用
し
な
が
ら
人
手
不
足
の

解
消
を
図
り
、
安
定
し
た
経
営
環

境
を
整
え
る
た
め
の
情
報
を
提
供

し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
16
日
（
金
）
午
後

２
時
〜
４
時
20
分

■
と
こ
ろ　

萩
山
口
信
用
金
庫
本

店
（
山
口
市
）

■
内
容　

▽
第
１
部
「
人
手
不
足

に
対
応
す
る
た
め
に
考
え
る
べ
き

ポ
イ
ン
ト
と
対
策
」藤
井
良よ
し

幸ゆ
き（
山

口
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
チ
ー
フ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）、
▽
第
２

部
「
人
手
不
足
対
策
に
役
立
つ
雇

用
関
係
助
成
金
」
増ま
す
だ田

葉よ
う
こ子

（
特

定
社
会
保
険
労
務
士
）

■
対
象
者　

人
手
不
足
に
困
っ
て

い
る
経
営
者

■
申
込
方
法　

萩
山
口
信
用
金
庫

各
営
業
店
窓
口
に
申
し
込
み
、
萩

山
口
信
用
金
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

問
い
合
わ
せ

萩
山
口
信
用
金
庫
営
業
サ
ポ
ー
ト

部（
０
８
３
・
９
２
２
・
２
７
０
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３
・
９
２
３
・
９
８
５

９
）

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」

を
考
え
る
講
座

　

子
育
て
を
し
な
が
ら
も
、「
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
」
と
い
う
働
き
方
に

よ
り
都
市
部
第
一
線
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
企
業
家
の
方
々
を
講
師
に

迎
え
た
講
座
で
す
。

　

国
内
最
先
端
の「
働
き
方
改
革
」

の
現
場
に
ふ
れ
、
将
来
に
つ
い
て

考
え
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

３
月
10
日
（
土
）
午
後

３
時
〜（
受
付
午
後
２
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ　

松
陰
神
社
立
志
殿

■
内
容　

▽
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
と
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

の
講
演
、
▽
講
師
と
そ
の
家
族
・

参
加
者
に
よ
る
談
義

■
講
師　

一
般
社
団
法
人
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
＆
パ
ラ
レ
ル
キ
ャ

リ
ア
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
協
会

■
対
象
者　

今
後
の
進
路
を
考
え

る
市
内
高
校
生

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

商
工
振
興
課
窓

口
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

申
し
込
み

商
工
振
興
課
（
２
５
・
３
８
１
１
、

メ
ー
ル syoukou@

city.hagi.
lg.jp

）
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萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

萩
の
鉄
道
こ
と
は
じ
め

冬
期
企
画
展

４
月
８
日（
日
）ま
で

初
公
開
！
惣
郷
川
橋
梁
工
事
写
真

　

今
回
の
企
画
展
で
初
公
開
の
、

阿
武
町
に
あ
る
惣
郷
川
橋
梁
の
工

事
写
真
で
す
。　

工事に４年を要した
大刈トンネル完成

　

大
正
14
年
（
１
９
２
５
）
に
美

祢
線
の
長
門
三
隅
〜
萩
駅
間
が
開

業
。
そ
の
後
、
工
事
が
進
み
、
惣

郷
川
橋
梁
と
大
刈
ト
ン
ネ
ル
が
昭

和
７
年
（
１
９
３
２
）
に
完
成
。

日本海の塩害をさけるため鉄筋コ
ンクリートで施工した惣郷川橋梁

　

昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
に
須

佐
〜
宇
田
郷
間
開
業
。
美
祢
線

だ
っ
た
萩
地
域
の
鉄
道
が
山
陰
本

線
に
編
入
さ
れ
、
よ
う
や
く
山
陰

本
線
、
京
都
〜
幡
生
間
は
全
通
。

　

萩
に
お
け
る
現
在
の
形
の
鉄
道

が
完
成
し
た
の
で
し
た
。

■
お
楽
し
み
体
験
メ
ニ
ュ
ー

　

あ
の
豪
華
特
別
観
光
列
車
や

「
○ま
る
ま
る○

の
は
な
し
」
を
見
学
・
オ

ス
ス
メ
地
点
で
激
写
な
ど
の
メ

ニ
ュ
ー
を
体
験
で
き
ま
す
。

■
と
き　

３
月
11
日
（
日
）
Ａ
プ

ラ
ン
午
前
８
時
〜
、
Ｂ
プ
ラ
ン
11

時
〜

※ 

詳
し
く
は
、
萩
博
物
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.city.

hagi.lg.jp/hagihaku/

）
へ
。

惣郷川橋梁を走る列車

て
社
会
に
貢
献
で
き
ま
す
。

■
受
験
資
格
（
年
齢
は
平
成
30
年

７
月
１
日
時
点
）　

【
一
般
】
日
本
国
籍
を
有
し
、
18

歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

【
技
能
】
日
本
国
籍
を
有
し
、
18

歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有

す
る
方

※
資
格
の
種
類
に
よ
り
年
齢
の
上

限
が
異
な
り
ま
す
。

■
受
付
期
間
（
第
１
回
）　

４
月
６

日
ま
で
（
必
着
）

■
試
験
日　

４
月
14
日
〜
18
日（
い

ず
れ
か
１
日
指
定
）

※
応
募
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
萩
地
域
事
務
所

（
２
２
・
２
４
０
９
）

農
業
法
人
等
就
業
フ
ェ
ア

　

意
欲
の
あ
る
人
材
を
求
め
る
農

業
関
連
法
人
が
、
農
業
分
野
で
働

き
た
い
人
と
面
談
す
る
機
会
を
設

け
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
と
地

域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

■
と
き　

３
月
４
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

自
衛
隊
予
備
自
衛
官
補

　

社
会
人
や
学
生
な
ど
の
自
衛
官

未
経
験
者
を
対
象
に
、
予
備
自
衛

官
補
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
予
備
自
衛
官
補
は
教
育

訓
練
後
、「
予
備
自
衛
官
」
に
任

用
さ
れ
、
緊
急
時
に
自
衛
官
と
し

■
内
容　

農
業
関
連
法
人
の
求
人

面
接
、
農
業
分
野
へ
の
就
業
相
談

■
参
加
者　

雇
用
や
研
修
生
の
受

入
れ
希
望
の
あ
る
農
業
関
連
法

人
、
法
人
へ
の
就
職
・
研
修
等
を

希
望
す
る
方

■
参
加
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

問
い
合
わ
せ

農
林
振
興
課
（
２
５
・
４
１
９
２
）

適
職
診
断
会
〜
自
分
に
向

い
た
職
業
を
探
そ
う
〜

■
と
き　

２
月
28
日
（
水
）、３
月

28
日
（
水
）①
午
後
１
時
〜
、②
午

後
１
時
30
分
〜
、③
午
後
２
時
〜
、

④
午
後
２
時
30
分
〜
、⑤
午
後
３

時
〜
、⑥
午
後
３
時
30
分
〜

※
時
間
予
約
制
。

■
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

■
対
象
者　

39
歳
以
下
の
方
で
就

職
活
動
中
の
方

■
内
容　

適
職
診
断
、
診
断
内
容

解
説
、
個
別
就
職
相
談
等

※
相
談
は
無
料
（
厚
生
労
働
省
・

山
口
県
委
託
事
業
）。

申
し
込
み

ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
０
８
３
５
・
２
８
・
３
８
０

８
）

山
口
県
自
殺
対
策
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
８

■
と
き　

３
月
11
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
（
受
付
午
後
１

時
〜
）

■
と
こ
ろ　

山
口
県
総
合
保
健
会

館
（
山
口
市
）

■
演
題
「
誰
に
で
も
、
こ
こ
ろ
が

苦
し
い
と
き
が
あ
る
か
ら
〜
自
殺

予
防
教
育
の
実
践
か
ら
〜
」

■
講
師　

シ
ャ
ル
マ
直な
お
み美

（
臨
床

心
理
士
、
福
岡
県
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）、
肘ひ
じ

井い

千ち

か佳
（
北
九

州
市
立
思し
え
い永
中
学
校
教
頭
）

■
入
場
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

問
い
合
わ
せ

山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
５
・
２
７
・
３
４
８
０
）
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世
界
文
化
遺
産
「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
ー
製
鉄
・
製
鋼
、

造
船
、
石
炭
産
業
ー
」
の
構
成
資

産
の
１
つ
で
あ
る
「
国
指
定
史
跡 

恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
」
で
、
現

在
実
施
中
の
発
掘
調
査
の
現
地
見

学
会
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
丙
へ
い
し
ん辰

丸
と
庚
こ
う
し
ん申

丸
の

造
船
場
や
蒸
気
製
作
木こ

や屋
（
船
材

を
入
れ
て
蒸
し
曲
げ
る
た
め
の
蒸

気
箱
を
設
置
し
た
建
物
）、
絵
図

木
屋
（
原
寸
大
の
図
面
を
作
成
し

た
建
物
）
等
の
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
。

恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
の
発
掘
調
査
現
地
見
学
会

　

調
査
終
了
後
は
、
遺
構
保
護
の

た
め
埋
め
戻
し
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
発
掘
調
査
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

２
月
24
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

■
と
こ
ろ　

恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所

跡
（
椿
東
中
小
畑
）

■
内
容　

発
掘
調
査
概
要
の
説
明
、

発
掘
現
場
の
見
学

■
参
加
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

※
暖
か
い
服
装
・
動
き
や
す
い
履

物
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
周
辺
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
山
口
県
漁
業
協
同
組
合

小
畑
支
店
裏
の
「
臨
時
駐
車
場
」

（
無
料
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

発掘調査風景

主
催
・
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課（
２
５
・
３
６
５
４
）

県
立
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館☎２

４
・
２
４
０
０

◆
普
通
展
示

○
浮
世
絵　
「
勝
川
春し
ゅ
ん
し
ょ
う

章
と
そ

の
一
門
」
３
月
11
日
ま
で

○
東
洋
陶
磁　
「
碗
の
世
界
」

５
月
27
日
ま
で

○
陶
芸　
「
オ
ブ
ジ
ェ
︲
陶
造
形

の
潜
勢
力
Ⅲ
」
３
月
11
日
ま
で

○
陶
芸
・
工
芸　
「
華
や
ぎ
の
か

た
ち
︲
染
野
夫
妻
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
５
月
27
日
ま
で

○
茶
室　
「
田
中
信
行
の
茶
室 

流

れ
る
水　

ふ
れ
る
水
」
３
月
25
日

ま
で

◆
イ
ベ
ン
ト

◯
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
茶
会

　

作
家
・
田
中
信
行
さ
ん
の
お
話

を
聞
き
な
が
ら
楽
し
む
茶
会

▽
と
き　

３
月
25
日
（
日
）
①
午

後
２
時
30
分
〜
、
②
午
後
３
時
15

分
〜
、
③
午
後
４
時
〜

▽
参
加
料　

３
０
０
円

※
電
話
で
事
前
申
込
可
。

■
普
通
展
示
観
覧
料　

一
般
３
０

０
円
、
学
生
２
０
０
円
、
18
歳
以

下
・
70
歳
以
上
は
無
料

■
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
・
休

日
を
除
く
）、
年
末
年
始
、
展
示

替
え
期
間

訂
正
と
お
詫
び

　

市
報
２
月
１
日
号
に
折
込
配
布

の
「
平
成
30
年
度
市
民
税
・
県
民

税
及
び
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
申
告
の
説
明
書
」の
う
ち
川
上
・

旭
ブ
ロ
ッ
ク
の
申
告
受
付
相
談
日

程
表
（
５
ペ
ー
ジ
）の
月
日
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、訂
正
し

て
お
詫
び
し
ま
す
。

（
正
）２
月
19
日
（
月
）

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

（
整
形
外
科
）

■
と
き　

３
月
15
日（
木
）午
後
１

時
40
分
〜
２
時
40
分

■
と
こ
ろ　

地
域
医
療
連
携
支
援

セ
ン
タ
ー
（
平
安
古
町
）

■
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
所

持
者
等

■
内
容　

補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
お
よ
び
適
合
判
定

■
相
談
員　

山
口
県
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
の
指
定
医　

■
主
催　

山
口
県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み

３
月
１
日
ま
で
に
、福
祉
支
援
課
障

が
い
福
祉
係（
２
５
・
３
５
２
３
）へ

萩
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

■
と
き　

３
月
４
日
（
日
）
午
前

９
時
〜

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
種
目　

女
性
１
部
（
年
齢
に
関

係
な
く
女
性
の
み
）、
女
性
２
部

（
40
歳
以
上
の
女
性
の
み
）、
女
性

３
部
（
50
歳
以
上
の
女
性
の
み
）、

混
合
１
部
（
年
齢
に
関
係
な
く

男
女
混
合
）、
混
合
２
部
（
40
歳

以
上
の
男
女
混
合
）、
混
合
３
部

（
50
歳
以
上
の
男
女
混
合
）、
混
合

４
部
（
60
歳
以
上
の
男
女
混
合
）、

職
域
の
部
（
年
齢
に
関
係
な
く
男

女
混
合
の
職
場
単
位
）

■
チ
ー
ム
編
成　

４
〜
８
人
以
内

の
選
手
で
編
成
、
混
合
の
部
は
常

に
女
性
２
人
以
上

■
出
場
資
格　

市
内
在
住
、在
勤
、

在
学
、
市
内
に
活
動
の
本
拠
が
あ

る
18
歳
以
上
の
方

■
申
込
方
法　

２
月
20
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

P
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■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

毎週㊎
ちっちゃなおはなし会 11:00〜 明木図書館

18 ㊐ フリートーキングwithエマ 10:00〜 萩図書館
21 ㊌ としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館
23 ㊎ イラスト教室 15:30〜 明木図書館

24 ㊏
ライブラリーセッション

「半生特急 大阪→オランダ→シ
ンガポール→東京→むつみ」
地域おこし協力隊　髙橋伸匡

13:30〜 萩図書館

28 ㊌ 草の芽のおはなし会 15:30〜 明木図書館
【休館日】
　須佐図書館：19㊊、21㊌、26㊊
　明木図書館：19㊊、26㊊

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週火曜日
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 14:30〜

18㊐ Ｉ Love クッキング
（定員:20人、参加料：300円、要申込） 10:00〜13:00 

21㊌ 元気な時にかかる医者 10:30〜11:30
22㊍ 子育て相談 10:30〜11:30
23㊎ だんすダンス！ 19:00〜20:00
24㊏ 卓球教室（持参物：室内シューズ、要申込） 10:00〜11:30 

28㊌ 国際交流員の英語であそぼ
（子ども図書館） 16:00〜

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
20㊋、27㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
20㊋ 絵本の読み聞かせ「ガタンゴトンの会」 11:00〜11:30

27㊋ 親子遊び「ぽっぽの会」（小麦粉ねんど） 10:30〜11:30
発達相談日 11:30〜15:00

◆萩幼稚園（22･0775）

20㊋ 未就園児開放日「ひよこ組」
※自由遊び、パネルシアター、紙芝居など 9:30〜11:30

◆萩光塩学院幼稚園（22･2019）
21㊌、28㊌ 未就園児への園舎開放日「てんし組」
　　　  ※親子ヨガ、自由遊び、リズム体操、手遊び、
　　　  ペープサート、パネルシアターなど

10:00〜11:30

萩健康福祉センター ☎25・2667 （要予約）
20㊋
28㊌

　心の健康相談
　酒害相談（お酒に関する困り事相談）

13:00 〜
13:00 〜

田万川・須佐 地域
9:30〜須佐保セ

10:00〜田万川保セ
9:30〜弥富公民館

13:00〜田万川総合事務所
13:30〜須佐保セ

　元気もりもり体操会
　エアロビクス講座
　弥富ウエルネス教室
　健康教室（医師講話）
　みんなの健康運動教室

16㊎

19㊊
22㊍
23㊎

9:45〜川上保育園
10:00〜旭マルチメディアセ

　川上おやこ教室
　あさひ減るしー教室（運動編）

22㊍
27㊋

地域川上・旭

10:00〜むつみ農村環境改善セ
10:00〜福栄保セ

●乳幼児相談（要予約）
　健康づくり教室

21㊌
地域むつみ・福栄

25㊐ 萩市年齢別卓球大会　　　　　　　　9:00〜萩武道館萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

9:30〜大照院前駐車場
10:30〜中央公園

10:00〜椿東小学校地域ふれあいセ
13:30〜御許町公会堂

13:00〜萩市保セ
10:00〜萩市保セ

13:00〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

10:00〜萩市保セ

13:30〜堀内公会堂
13:30〜大井公民館

10:30〜中央公園
13:30〜後小畑公会堂

10:00〜椿東小ふれあいセ

10:00〜萩市保健セ

　健康づくり応援隊交流ウォーキング（椿）

　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）
●子育て輪作り　おひなさま（椿東地区）

　御許町健康教室
●３歳児健康診査
●子育て輪作り　おひなさま（川島、土原、
　橋本町、御許町、唐樋町、江向）
●１歳６か月児健康診査
●５か月児相談
●子育て輪作り　おひなさま（前小畑、中小
　畑、後小畑、越ヶ浜）
　堀内健康教室
　大井グッドヘルス
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）
　後小畑健康教室
●子育て輪作り　おひなさま
　（中津江、上野、椎原、中の倉、松本市、
　船津、無田ヶ原、新川、香川津、鶴江、長山）
　こころの相談日（要予約）

16㊎

19㊊

　
20㊋
21㊌

22㊍

23㊎

26㊊

27㊋

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○DESTINY 鎌倉ものがたり
○グレイテスト・ショーマン

上映中
2/16〜

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内
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08388・2・2838
26・1397

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

18日㊐
25日㊐

齋藤（阿武町）
休日急患診療セ

※阿北地区（萩地域以外）
■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で
確認してください。

情報カレンダー日月火水木金土
21 3

54 7 8 9 10
13

19 20
11 15 16 1714
18 23 2422
12

26 2725
21

6

28

＃８０００

（受付時間：午後７時〜翌朝８時）

電話相談
小児救急医療
にかかる前に

16  →28日 日

２月
萩・阿武

24時間年中無休・無料
☎ 0120・506・322へ

急病時の相談や、医療・
健康に関することは、

※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
土曜の当番は、正午〜翌朝８時、日曜・祝日の当番（休日急患
診療センター）は、午前９時〜午後４時、午後５時〜翌朝８時
歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時

※小児科は、23日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※救急医療は急患のためのものです。

夜間・休日当番医の診療時間

16㊎

●市・県民税等の申告受付 〜3/15  （8:30〜/市内各会場）外科 兼田（吉田町） 22・1113
　萩城下の古き雛たち 〜4/3 （旧久保田家住宅など市内17施設）内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020
　萩人形展 〜4/3 （9:00〜/伊藤博文別邸）
○萩まちじゅう博物館おたから総会 （10:30〜/萩博物館）

17㊏

○道の駅ゆとりパークたまがわリニューアルイベント 外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
（9：50〜/道の駅ゆとりパークたまがわ）内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

　萩・椿まつり 〜3/21 （10:00〜/笠山椿群生林）
　萩往還梅林園まつり 〜3/11 （10:00〜/萩往還梅林園）
○地域がん公開講座「がんと共に生きる」 （10：00〜/千春楽味楽亭）

18㊐
●エコプラザ・萩春まつり （9:30〜/エコプラザ・萩） 内科（外科）・歯科
　萩のスペシャル列車ウォッチング 3/11   （萩市内） 休日急患診療センター（椿）26・1397
　第５回 萩・幕末維新検定 （10:00〜/萩明倫学舎ほか）

19㊊
外科 玉木（瓦町） 22・0030
内科 波多野（堀内） 25・2788

20㊋
○心配ごと相談 （13：30〜/総合福祉センター）外科 萩市民（椿） 25・1200

内科 全真会（玉江浦） 22・4106

21㊌
外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科 中坪（今魚店町） 22・5430

22㊍
○あたまの健康チェック （10:00〜/市役所）外科 大藤（椿） 21・0002
●行政相談 （13：30〜/川上公民館）内科 藤原（土原） 22・0781

23㊎
外科 かわかみ（椿東） 21・7538
内科 山本（椿東） 26・0077

小児科 いわたに（椿東） 24・2100

24㊏
○恵美須ヶ鼻造船所跡発掘調査現地見学会　　  （10:00〜/惠美須ヶ鼻造船所跡）外科 花宮（平安古町） 25・8738
　宝くじまちの音楽会「南こうせつ with ウー・ファン」〜心のうたコンサート〜 内科 みやうち（椿） 25・2500

（1:00〜/市民館大ホール）

25㊐
 内科（外科）・歯科
休日急患診療センター（椿）26・1397

26㊊
●萩市議会３月定例会 一般質問 〜27日、3/2 　（10:00〜/萩市議会議場）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 柳井（橋本町） 22・0748

27㊋
○心配ごと相談 （9：30〜/旭マルチメディアセンター）外科 玉木（瓦町） 22・0030

内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020

28㊌
●無料法律相談 （10：00〜/市役所）外科 萩市民（椿） 25・1200

内科 市原（塩屋町） 22・0184

 1 ㊍
●萩八景遊覧船 運航開始 〜11/30 （9:00〜/堀内・指月橋そば）
●酒粕パック＆入浴剤づくり講座・ワークショップ

（講座14:00〜、ワークショップ14:45〜/萩明倫学舎）

 ２㊎

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

3

　明治維新 150 年祭関連イベント
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■人の動き（平成30年１月末日）
人口／48,612人（前月比−110）
男／22,354人（前月比ー45） 女／26,258人（前月比ー65）
世帯数／23,693世帯（前月比ー34） 出生／21人  死亡／96

本人または親族の方から申し出があった住所にて掲載しています（敬略）
※１月16日〜31日受付分

右の QR コードを読み込んで無料アプリ
「マチイロ」をダウンロードしてください。

「市報 萩」をスマートフォンへ配信中！

※個人情報保護の観点から掲載内容を一部見直して
掲載しています。

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住 所

慶弔だより
お悔やみ申し上げます

氏　名 年 齢 住 所

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住 所

　藩士柏
かしわむら

村家に生まれ、波
は た の

多野家の養子となります。
　19 歳の嘉永 4 年（1851）御前警衛を命じられ、嘉永 6 年、ペリー
来航の際、大森台場警衛のため出張しました。
　その後、蔵

く ら も と け ん し

元検使、大
だ い け ん し や く

検使役、有備館用
ようがかり

掛などを歴任。文久 3
年（1863）当

と う や く て も と や く

役手元役となり、実務官僚として藩に仕える一方、
尊王攘夷運動にも参加しました。
　元治元年（1864）禁門の変後、椋

む く な し と う た

梨藤太らの保守派により野
山獄に投じられましたが、慶応元年（1865）出獄し、藩命により
広沢と改姓しました。翌年、厳島（広島県廿日市市宮島）で勝海
舟と応接し、長州戦争（四境戦争）の休戦協定を結びます。慶応
3 年、山口で薩摩藩の大久保利通らと討幕出兵協定を締結したあ
と、上京して討幕の密勅を持ち帰りました。
　明治元年（1868）新政府の参与に登用され、海陸軍

ぐんむがかり

務掛や内
国事務掛を歴任し、木戸孝允（桂小五郎）と並ぶ長州藩の代表的
存在となります。翌年、薩長土藩士よりなる丸山会議に出席し、
版籍奉還の実現に尽力しました。その後、民

み ん ぶ だ い ふ

部大輔兼参議として
重職を担いましたが、同 4 年、刺客により暗殺されました。

広沢 真
さ ね お み

臣

尊攘派として活躍した
維新の十傑

【生没年】　1833年～ 1871年（天保 4～明治 4）
【享　年】　39 歳
【誕生地】　長門国萩土原村（萩市）
【墓　所】　東京都世田谷区（大夫山）

　　　山口市赤妻町

萩・幕末維新
人物ものがたり

23

（萩博物館蔵）

2月7日が生誕日、２月27日が命日になります。

hagi
表紙 多くの逸材を輩出した鹿児島市

のまちづくりの原点を学ぶ

　今年度の市民号は明治維新にちなんで鹿児島県
を訪ねました。萩市では、平成28 年１月に薩長同
盟締結150 年を記念して鹿児島市との友好交流の
盟約を締結しています。
　明治維新150 年記念事業をはじめ、今後も鹿児
島市との交流事業が数多く予定されていますの
で、市民の皆さんのご参加をお待ちしています。
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